
　
「
入
禁
に
ゅ
う
き
ん
」（
入
浴
中
止
）、

「
体
変
た
い
へ
ん
」（
寝
返
り
介
助
）

…
…
。
介
護
施
設
で
よ
く
使
わ
れ
て
い

る
約
１
３
０
の
用
語
を
わ
か
り
や
す
く

言
い
換
え
た
本『
や
さ
し
く
言
い
か
え

よ
う
　
介
護
の
こ
と
ば
』（
三
省
堂
）が

今
月
、
出
版
さ
れ
た
。
難
解
な
専
門
用

語
の
言
い
換
え
例
を
取
り
上
げ
た
書
籍

は
、
医
療
や
法
律
の
分
野
で
先
行
し
て

い
る
が
、
介
護
の
分
野
で
は
初
め
て
と

い
う
。

　
本
を
ま
と
め
た
の
は
、
三
枝
令
子
・

元
一
橋
大
学
教
授
ら
研
究
者
7
人
の
グ

ル
ー
プ
。

　
介
護
の
現
場
で
は
、
独
自
の
短
縮
語

や
隠
語
、
医
療
の
専
門
用
語
を
使
う
こ

と
が
多
い
。
短
時
間
で
利
用
者
の
介
護

記
録
を
記
し
た
り
、
簡
潔
に
職
員
同
士

の
意
思
疎
通
を
図
れ
る
と
い
う
点
で
、

職
員
に
と
っ
て
、都
合
が
よ
い
た
め
だ
。

し
か
し
、
利
用
者
や
家
族
が
、
職
員
の

説
明
や
、
書
類
に
出
て
く
る
用
語
を
理

解
で
き
ず
に
戸
惑
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。

　
こ
の
た
め
研
究
者
グ
ル
ー
プ
は
、
国

の
研
究
費
補
助
を
受
け
て
、
２
０
１
２

年
度
か
ら
難
解
な
用
語
を
言
い
換
え
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
介
護
福
祉
士
の

養
成
校
で
使
わ
れ
る
44
冊
の
テ
キ
ス
ト

や
国
家
試
験
の
過
去
問
題
、
実
際
の
介

護
施
設
の
記
録
な
ど
を
も
と
に
、
約

１
３
０
０
語
を
リ
ス
ト
化
。
介
護
職
員

を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
な
い
、
用

語
の
使
用
状
況
を
踏
ま
え
て
、
わ
か
り

に
く
い
用
語
を
選
び
、
介
護
職
員
や
マ

ス
コ
ミ
関
係
者
ら
の
意
見
も
聞
い
て
、

言
い
換
え
例
を
ま
と
め
た
。

　
具
体
的
に
は
、
難
解
な
用
語
を
、
食

事
や
入
浴
、
排
せ
つ
、
睡
眠
、
姿
勢
、

体
の
部
位
、症
状
な
ど
に
分
類
の
う
え
、

わ
か
り
や
す
い
言
い
換
え
と
、
そ
の
使

用
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
研
究
者
グ

ル
ー
プ
は「
本
を
き
っ
か
け
に
、
利
用

者
側
が
理
解
で
き
る
よ
う
現
場
で
も
見

直
し
を
進
め
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い

る
。�

…
11
月
26
日
付
読
売
新
聞

　
政
府
は
、医
薬
品
の
値
段（
薬
価
）や
、

医
師
、薬
剤
師
ら
の
技
術
料
の
価
格（
本

体
）を
見
直
す
２
０
１
６
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
で
、
全
体
の
改
定
率
を
マ
イ

ナ
ス
と
す
る
方
向
で
調
整
に
入
っ
た
。

　
16
年
度
予
算
編
成
の
焦
点
で
あ
る
社

会
保
障
費
の
抑
制
は
、
目
標
と
す
る
約

１
７
０
０
億
円
の
抑
制
分
を
ほ
ぼ
診
療

報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
ま
か
な
う
考

え
だ
。

　
診
療
報
酬
改
定
は
ほ
ぼ
2
年
に
1
度

実
施
さ
れ
る
。
全
体
の
改
定
率
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
れ
ば
8
年
ぶ
り
だ
。
厚
生
労

働
省
に
よ
る
16
年
度
予
算
の
概
算
要
求

で
は
、
医
療
、
年
金
、
介
護
な
ど
の
社

会
保
障
費
は
15
年
度
予
算
よ
り
約

６
７
０
０
億
円
増
え
る
。
要
因
は
、
高

齢
化
や
、
医
療
が
高
度
化
し
て
い
る
こ

と
な
ど
さ
ま
ざ
ま
だ
。
政
府
は
財
政
再

建
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、
高
齢
化
で

避
け
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
年
約

５
０
０
０
億
円
増
に
と
ど
め
る
方
針
だ
。

　
差
額
と
な
る
約
１
７
０
０
億
円
の
抑

制
は
、〈
1
〉市
場
の
実
勢
価
格
に
応
じ

て
薬
価
を
約
１
４
０
０
億
円
引
き
下

げ
、〈
2
〉本
体
を
約
３
０
０
億
円
引
き

下
げ
る
―
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ

せ
る
方
針
だ
。
改
定
の
議
論
は
今
後
本

格
化
す
る
が
、
最
終
的
に
１
７
０
０
億

円
に
満
た
な
い
場
合
、
一
部
を
高
額
療

養
費
制
度
の
見
直
し
な
ど
医
療
制
度
改

革
で
賄
う
こ
と
も
検
討
す
る
。
社
会
保

障
費
の
抑
制
は
毎
年
度
大
き
な
課
題
だ

が
、
大
半
を
医
療
関
連
だ
け
で
捻
出
す

る
の
は
異
例
だ
。

　
本
体
の
改
定
で
は
、
大
病
院
前
に
立

地
す
る「
門
前
薬
局
」な
ど
院
外
処
方

の
薬
局
を
対
象
に
、
薬
剤
師
の
技
術
料

で
あ
る
調
剤
料
を
引
き
下
げ
る
方
向
で

調
整
し
て
い
る
。

�

…
11
月
30
日
付
読
売
新
聞

　
処
方
薬
の
名
前
や
量
な
ど
を
記
録

し
、不
適
切
な
飲
み
合
わ
せ
を
防
ぐ「
お

薬
手
帳
」の
電
子
版
に
つ
い
て
、
厚
生

労
働
省
は
、
患
者
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

（
ス
マ
ホ
）
の
専
用
ア
プ
リ
に
副
作
用

が
起
き
た
状
況
を
自
ら
書
き
込
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
利
便
性

を
高
め
る
指
針
を
ま
と
め
た
。

　
患
者
し
か
わ
か
ら
な
い
副
作
用
の
状

況
を
医
師
や
薬
剤
師
が
把
握
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
な
ど
が
目
的
で
、
開
発

業
者
は
今
冬
中
に
も
ア
プ
リ
を
改
良
す

る
。

　
お
薬
手
帳
は
薬
剤
師
会
な
ど
が
発
行

す
る
冊
子
で
、
不
適
切
な
飲
み
合
わ
せ

の
防
止
の
ほ
か
、
薬
剤
師
ら
が
患
者
の

服
用
歴
な
ど
を
知
る
た
め
に
使
わ
れ

る
。
そ
の
電
子
版
で
は
普
段
持
ち
歩
け

る
ス
マ
ホ
で
管
理
し
て
い
る
の
で
、
家

へ
の
置
き
忘
れ
を
防
げ
る
利
点
が
あ

る
。
た
だ
、
患
者
か
ら
薬
剤
師
ら
へ
の

情
報
伝
達
機
能
が
弱
い
面
が
あ
っ
た
。

　
指
針
で
は
、
電
子
版
に
患
者
の
記
入

欄
を
設
け
、
処
方
薬
を
使
っ
た
あ
と
の

様
子
や
市
販
薬
の
使
用
状
況
を
書
き
込

ん
だ
り
、
1
年
分
以
上
の
服
薬
履
歴
を

見
た
り
で
き
る
よ
う
に
求
め
た
。

　
患
者
が
過
去
に
服
用
し
た
薬
を
簡
単

に
思
い
返
し
、
薬
剤
師
ら
も
把
握
で
き

る
よ
う
、
ア
プ
リ
上
で
服
薬
歴
を
リ
ス

ト
化
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
も
す
る
。

　
ア
プ
リ
ご
と
に
使
え
る
薬
局
や
医
療

機
関
が
限
定
さ
れ
る
課
題
も
あ
っ
た

が
、
来
春
、
各
ア
プ
リ
の
シ
ス
テ
ム
を

全
国
で
連
結
し
、
ア
プ
リ
の
種
類
を
問

わ
ず
、ど
こ
で
も
使
え
る
よ
う
に
な
る
。

�

…
12
月
7
日
付
読
売
新
聞

　
認
知
症
患
者
が
屋
外
を
歩
き
回
る
行

動
を
指
す
際
に
用
い
ら
れ
る「
徘
徊（
は

「
入
禁
→
入
浴
中
止
」

「
体
変
→
寝
返
り
介
助
」

…
介
護
用
語
を
言
い
換
え

診
療
報
酬
マ
イ
ナ
ス
改
定
へ

社
会
保
障
費

１
７
０
０
億
円
抑
制

お
薬
手
帳
電
子
版
に

「
副
作
用
欄
」
…
ス
マ
ホ
の

専
用
ア
プ
リ
改
良
へ

「
徘
徊
と
呼
ば
な
い
」
運
動

広
が
る
　
…
認
知
症
患
者
の

尊
厳
守
る
た
め
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い
か
い
）」
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い

よ
う
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
広
が
っ

て
い
る
。

　
「
あ
て
も
な
く
さ
ま
よ
い
歩
く
」と

い
う
意
味
が
、「
患
者
へ
の
理
解
を
阻

害
す
る
」と
し
て
、
介
護
関
係
者
ら
が

捜
索
訓
練
な
ど
の
場
で
取
り
組
み
始
め

た
。

　
２
０
２
５
年
に
は
７
０
０
万
人
に
増

え
る
と
さ
れ
る
認
知
症
患
者
。
関
係
者

は「
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、
自
分

の
こ
と
と
し
て
考
え
る
機
会
に
し
て
も

ら
え
れ
ば
」と
話
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
の
き
っ
か
け
を
生
ん

だ
の
は
、
福
岡
県
大
牟
田
市
。
長
年
、

「
認
知
症
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
徘
徊

で
き
る
街
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国

に
先
駆
け
て
地
域
で
見
守
る
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
き
た
が
、
患
者
か
ら「
意

味
な
く
歩
い
て
い
る
の
で
は
な
い
」と

の
声
が
上
が
り
、「
当
事
者
の
尊
厳
に

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」と
議
論
が
起
こ
っ
た
。

　
市
民
か
ら
は「
緊
急
性
が
伝
わ
る
」

「
こ
れ
ま
で
も
肯
定
的
に
使
っ
て
き
た
」

と
い
っ
た
意
見
も
多
く
出
た
が
、
活
動

を
支
え
る
市
認
知
症
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
大
谷
る
み
子
さ
ん
ら
が「
大
牟

田
か
ら
問
題
提
起
を
し
よ
う
」と
理
解

を
求
め
、
今
年
9
月
の
訓
練
か
ら「
徘

徊
」を
外
す
こ
と
で
ま
と
ま
っ
た
。

　
一
方
、
群
馬
県
沼
田
市
は
11
月
上
旬

の
訓
練
で「
命
の
た
か
ら
さ
が
し
訓
練
」

と
の
副
題
を
初
め
て
つ
け
た
も
の
の
、

「
徘
徊
」
の
言
葉
は
残
し
た
。
訓
練
は

11
回
目
で
、
市
担
当
者
は「『
徘
徊
』は

理
解
し
や
す
い
と
の
声
も
多
い
。今
後
、

議
論
が
深
ま
れ
ば
」と
い
う
。

　
認
知
症
介
護
研
究
研
修
東
京
セ
ン

タ
ー
の
永
田
久
美
子
研
究
部
長
は「『
徘

徊
』と
い
う
言
葉
が
偏
見
を
助
長
し
、

家
族
が
睡
眠
時
間
を
削
っ
て
患
者
の
行

動
を
見
守
り
続
け
る
か
、
施
設
に
入
れ

て
し
ま
う
か
を
選
ぶ
現
実
に
な
っ
て
い

る
」と
指
摘
。
大
谷
さ
ん
も「
議
論
自

体
が
当
事
者
の
気
持
ち
を
尊
重
し
て
理

解
を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
は
ず
」

と
話
し
て
い
る
。

�

…
12
月
10
日
付
読
売
新
聞

　
安
倍
政
権
が
め
ざ
す「
介
護
離
職
ゼ

ロ
」の
実
現
に
向
け
、
厚
生
労
働
省
は

自
治
体
が
つ
く
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設

の
整
備
計
画
の
算
定
方
法
を
見
直
す
方

針
を
決
め
た
。
介
護
を
受
け
る
人
の
需

要
だ
け
で
な
く
、
介
護
す
る
人
が
仕
事

を
辞
め
ず
に
済
む
条
件
を
加
え
る
こ
と

で
、
施
設
の
定
員
や
利
用
回
数
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
量
を
上
積
み
す
る
狙
い
だ
。

自
治
体
向
け
の
指
針
を
変
更
し
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
の
3
年
計
画
に
適

用
す
る
。

　
自
治
体
は
3
年
ご
と
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
整
備
計
画
を
つ
く
る
。
厚
労
省
の

指
針
に
沿
っ
て
、
保
険
の
給
付
実
績
や

要
介
護
認
定
者
数
の
推
計
な
ど「
介
護

を
受
け
る
人
」
の
デ
ー
タ
を
も
と
に

サ
ー
ビ
ス
の
需
要
を
算
出
。
い
ま
は
15

年
度
か
ら
の
3
年
間
の
計
画
を
進
め
て

い
る
。

　
こ
の
指
針
に
、厚
労
省
は
新
た
に「
介

護
す
る
人
」の
視
点
を
加
え
る
。
介
護

が
必
要
な
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、
ど

ん
な
働
き
方
を
し
て
い
る
か
、
ど
ん
な

サ
ー
ビ
ス
が
あ
れ
ば
仕
事
と
介
護
を
両

立
で
き
る
か
な
ど
を
調
べ
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
量
に
反
映
し
て
も
ら
う
考
え

だ
。�

…
12
月
11
日
付
朝
日
新
聞

　
不
足
が
深
刻
な
介
護
人
材
を
確
保
す

る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
、
高
齢
者
福

祉
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
む
中
高

年
に
、
介
護
施
設
で
働
い
て
も
ら
う
仕

組
み
を
創
設
す
る
。

　
政
府
が
掲
げ
る「
1
億
総
活
躍
社
会
」

に
向
け
た
緊
急
対
策
の
一
環
で
、
来
春

に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど

で
活
動
す
る
中
高
年
を
、
職
業
紹
介
所

に
つ
な
ぐ
協
議
会
を
設
け
、
就
労
を
後

押
し
す
る
。

　
新
た
な
協
議
会
は
、
市
町
村
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
臨
時
・
短
期
の

簡
易
な
仕
事
を
60
歳
以
上
の
人
に
紹
介

す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
介
護

の
職
業
紹
介
を
行
な
う
都
道
府
県
の
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
3
者
で
つ
く
り
、

地
域
に
設
置
す
る
。
高
齢
者
福
祉
の
活

動
に
携
わ
る
人
材
情
報
を
集
約
し
、
意

欲
の
あ
る
人
に
介
護
施
設
で
働
く
こ
と

を
勧
め
る
。

　
総
務
省
の
調
査
で
は
、
高
齢
者
の
見

守
り
や
家
事
支
援
な
ど
に
取
り
組
む
50

～
64
歳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
全
国
で

１
２
０
万
人
に
上
る
。
一
方
、
介
護
の

現
場
で
は
、
専
門
知
識
を
必
要
と
し
な

い
業
務
も
多
く
、
関
係
者
は「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
中
高
年
は
十
分
に

施
設
で
活
躍
で
き
る
」と
期
待
す
る
。

　
厚
労
省
の
推
計
に
よ
る
と
、
団
塊
の

世
代
が
全
員
75
歳
以
上
に
な
る

２
０
２
５
年
に
は
、
38
万
人
の
介
護
職

員
が
不
足
す
る
。
政
府
は
、
介
護
施
設

な
ど
の
整
備
を
拡
充
す
る
方
針
で
、
さ

ら
に
多
く
の
人
手
が
必
要
に
な
る
見
通

し
だ
。�

…
12
月
15
日
付
読
売
新
聞

　
障
害
者
が
地
域
で
一
人
暮
ら
し
で
き

る
よ
う
に
、
厚
生
労
働
省
は
定
期
的
に

障
害
者
の
自
宅
を
訪
問
す
る
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
を
始
め
る
こ
と
を
決
め
た
。

来
年
の
通
常
国
会
に
関
連
法
の
改
正
案

を
提
出
し
、
障
害
者
向
け
サ
ー
ビ
ス
の

公
定
価
格「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報

酬
」
の
次
回
改
定
に
あ
わ
せ
、

２
０
１
８
年
度
か
ら
の
開
始
を
め
ざ
す
。

　
障
害
者
総
合
支
援
法
の
見
直
し
を
検

討
し
て
い
る
社
会
保
障
審
議
会（
厚
労

相
の
諮
問
機
関
）の
部
会
が
、
14
日
に

ま
と
め
た
報
告
書
に
盛
り
込
ん
だ
。
厚

労
省
は
報
告
書
に
沿
っ
て
改
正
案
づ
く

り
を
行
な
う
。

　
報
告
書
で
は
、
主
に
知
的
障
害
や
精

神
障
害
が
あ
る
人
が
安
心
し
て
1
人
で

暮
ら
せ
る
よ
う
に
定
期
的
な
訪
問
や
随

時
の
対
応
で
見
守
り
、
声
か
け
を
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
新
設
を
提
言
し
た
。ま
た
、

地
域
で
暮
ら
す
場
所
に
な
る
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム（
Ｇ
Ｈ
）に
つ
い
て
は
、
障
害

の
重
い
人
に
対
応
し
た
支
援
を
提
供
す

る
新
サ
ー
ビ
ス
を
設
け
、
報
酬
で
評
価

す
る
こ
と
を
求
め
た
。
Ｇ
Ｈ
が
不
足
が

ち
な
地
域
も
あ
り
、
必
要
な
人
が
利
用

で
き
る
よ
う
利
用
対
象
者
の
見
直
し
に

も
ふ
れ
た
。

　
部
会
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担

を
増
や
す
こ
と
も
議
題
に
な
っ
た
が
、

委
員
の
間
で
賛
否
両
論
が
あ
り
、
報
告

書
で
は「
今
後
の
検
討
項
目
」と
記
す

に
と
ど
め
た
。�

…
12
月
16
日
付
朝
日
新
聞

　
政
府
・
与
党
は
70
歳
以
上
が
支
払
う

医
療
費
の
上
限
額
を
２
０
１
７
年
度
か

ら
引
き
上
げ
る
方
針
を
決
め
た
。
来
年

度
の
診
療
報
酬
改
定
で
、
診
察
料
を
増

額
す
る
財
源
の
一
部
に
充
て
る
。
負
担

増
と
な
る
高
齢
者
の
反
発
も
予
想
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
具
体
的
な
引
き
上
げ
幅

は
来
年
夏
の
参
院
選
後
に
議
論
し
、
来

年
中
に
決
め
る
。

　
医
療
費
の
自
己
負
担
割
合
は
所
得
や

年
齢
に
応
じ
て
原
則
1
～
3
割
だ
が
、

高
額
療
養
費
制
度
で
月
ご
と
の
支
払
額

に
上
限
を
設
け
て
い
る
。
70
歳
以
上
な

ら
70
歳
未
満
よ
り
も
上
限
額
は
低
め
に

設
定
さ
れ
、
外
来
だ
け
の
受
診
な
ら
さ

「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」
へ
、

整
備
計
画
の
算
定
見
直
し

…
厚
労
省

中
高
年
、
介
護
職
へ

後
押
し
…
厚
労
省
が

仲
介
組
織

一
人
暮
ら
し
障
害
者
宅
を

定
期
訪
問
　
サ
ー
ビ
ス

新
設
へ
　
…
厚
労
省

高
額
療
養
費
見
直
し
検
討

70
歳
以
上
の
負
担
増
へ

…
政
府
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ら
に
優
遇
さ
れ
る
。
年
収
が
現
役
世
代

並
み
以
上
の
70
歳
以
上
の
人
が
外
来
受

診
す
る
場
合
、
医
療
費
は
い
く
ら
か

か
っ
て
も
月
約
4
万
4
千
円
払
え
ば
よ

い
。

　
こ
の
た
め
財
務
省
は
、
70
歳
以
上
の

高
齢
者
の
上
限
額
を
70
歳
未
満
の
現
役

世
代
並
み
の
水
準
に
引
き
上
げ
る
高
額

療
養
費
制
度
の
見
直
し
を
検
討
。
政
府

の
経
済
財
政
諮
問
会
議
は
公
表
し
た
財

政
健
全
化
の
改
革
工
程
表
案
で
、
見
直

し
に
つ
い
て「
16
年
末
ま
で
に
結
論
を

出
す
」と
し
て
い
る
。

�

…
12
月
16
日
付
朝
日
新
聞

　
介
護
が
必
要
な
家
族
を
抱
え
る
介
護

職
員
の
過
半
数
が
、
将
来
的
な
離
職
を

考
え
て
い
る
―
。
介
護
職
員
で
つ

く
る
労
働
組
合
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
こ

ん
な
結
果
が
出
た
。
全
体
の
6
割
近
く

が
介
護
と
仕
事
の
両
立
に
つ
い
て「
で

き
る
と
思
わ
な
い
」と
回
答
。
安
倍
政

権
は「
介
護
離
職
ゼ
ロ
」を
掲
げ
る
が
、

厳
し
い
現
状
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト

ユ
ニ
オ
ン（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
）が
11
月
に
実

施
。
組
合
員
３
６
２
人
か
ら
回
答
を
得

た
。

　
回
答
者
の
う
ち
、
家
族
や
親
族
に
要

介
護
者
が「
い
る
」
と
答
え
た
の
は

47
％
。
こ
の
な
か
で「
将
来
そ
の
人
の

た
め
に
離
職
を
考
え
る
と
き
が
来
る
と

思
う
か
」と
い
う
質
問
に
対
し
、「
強
く

思
う
」「
思
う
と
き
が
あ
る
」と
い
う
回

答
が
合
わ
せ
て
54
％
に
上
っ
た
。

�

…
12
月
17
日
付
朝
日
新
聞

　
ぜ
ん
そ
く
な
ど
の
治
療
に
使
わ
れ
て

い
る
薬
に
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
原

因
と
な
る
神
経
細
胞
の
減
少
を
抑
え
る

効
果
が
あ
る
こ
と
を
、
国
立
長
寿
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
動

物
実
験
で
見
つ
け
た
。
治
療
薬
開
発
に

つ
な
げ
た
い
と
し
て
い
る
。
英
科
学
誌

ネ
イ
チ
ャ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

電
子
版
に
発
表
し
た
。

　
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
脳
で
は
、
ア

ミ
ロ
イ
ド
β
と
タ
ウ
と
い
う
2
種
類
の

た
ん
ぱ
く
質
が
多
く
蓄
積
し
て
い
る
。

タ
ウ
が
集
ま
り
、
線
維
状
に
変
化
し
た

も
の
が
蓄
積
す
る
と
、
神
経
細
胞
が
死

ん
で
い
き
、
認
知
機
能
の
衰
え
に
つ
な

が
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
高
島
明
彦
分
子
基
盤

研
究
部
長
ら
は
、
タ
ウ
が
集
ま
る
こ
と

を
阻
害
す
る
物
質
を
探
し
、
心
拍
数
を

上
げ
る
薬
や
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
の
薬
と

し
て
使
わ
れ
て
い
る「
イ
ソ
プ
ロ
テ
レ

ノ
ー
ル
」に
そ
の
作
用
が
あ
る
こ
と
を

見
つ
け
た
。

　
そ
こ
で
、
遺
伝
子
操
作
で
タ
ウ
を
過

剰
に
つ
く
り
、
神
経
細
胞
が
減
少
す
る

よ
う
に
し
た
マ
ウ
ス
に
、
こ
の
薬
を
3

か
月
与
え
て
、
脳
の
変
化
を
調
べ
た
。

タ
ウ
の
蓄
積
が
抑
え
ら
れ
、
神
経
細
胞

の
減
少
も
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　
高
島
さ
ん
は
今
後
に
つ
い
て
、「
ヒ

ト
で
も
効
果
が
あ
る
の
か
、
心
臓
に
負

担
が
か
か
る
な
ど
の
副
作
用
は
な
い
の

か
な
ど
を
臨
床
研
究
で
明
ら
か
に
し
た

い
」と
話
し
て
い
る
。

�

…
12
月
17
日
付
朝
日
新
聞

　
厚
生
労
働
省
は
、
在
宅
医
療
を
受
け

た
推
計
患
者
数
が
、
２
０
１
４
年
は
1

日
あ
た
り
15
万
６
４
０
０
人
に
な
っ
た

と
す
る
患
者
調
査
の
結
果
を
発
表
し

た
。
デ
ー
タ
の
あ
る
１
９
９
６
年
以
降

最
多
で
、
05
年
の
6
万
４
８
０
０
人
と

比
べ
て
倍
増
し
た
。

　
厚
労
省
は
在
宅
医
療
を
推
進
し
て
お

り
、「
対
応
で
き
る
施
設
が
増
え
た
こ

と
も
原
因
で
は
な
い
か
」と
し
て
い
る
。

　
調
査
に
よ
る
と
、
在
宅
医
療
を
受
け

た
患
者
の
う
ち
、
病
院
か
ら
医
師
ら
が

訪
れ
た
の
は
1
万
４
４
０
０
人
、
診
療

所
か
ら
が
10
万
１
５
０
０
人
、
歯
科
診

療
所
か
ら
が
4
万
６
０
０
人
だ
っ
た
。

　
一
方
、
入
院
患
者
数
の
推
計
は

１
３
１
万
８
８
０
０
人
で
過
去
最
低

だ
っ
た
。
外
来
患
者
数
の
推
計
は

７
２
３
万
８
４
０
０
人
で
、
05
年
以
降

ほ
ぼ
横
ば
い
の
状
態
と
い
う
。

　
調
査
は
3
年
ご
と
に
実
施
。
無
作
為

に
選
ん
だ
全
国
約
1
万
３
６
０
０
施
設

を
利
用
し
た
約
３
３
６
万
人
の
デ
ー
タ

か
ら
推
計
し
た
。

�

…
12
月
17
日
付
朝
日
新
聞

　
診
察
料
や
薬
代
の
公
定
価
格
の
診
療

報
酬
に
つ
い
て
、
政
府
・
与
党
は
、
来

年
度
の
見
直
し
で
診
察
料
な
ど
の
本
体

部
分
を
0
・
49
％
引
き
上
げ
る
こ
と
を

決
め
た
。
前
回
の
２
０
１
４
年
度
改
定

時
の
0
・
1
％
に
比
べ
、
大
き
く
上
積

み
す
る
。
薬
代
の
薬
価
は
減
額
し
、
全

体
の
改
定
率
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
84
％
ほ

ど
で
調
整
。
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
抑

制
し
つ
つ
、
医
師
ら
医
療
従
事
者
の
人

件
費
と
な
る
本
体
を
増
や
す
こ
と
で
医

療
業
界
に
配
慮
す
る
。

　
診
療
報
酬
は
2
年
ご
と
に
見
直
さ
れ

る
。
改
定
率
が
プ
ラ
ス
な
ら
医
療
機
関

の
収
入
が
増
え
る
と
と
も
に
、
財
源
と

な
る
公
費
や
保
険
料
、
原
則
1
～
3
割

の
患
者
の
窓
口
負
担
も
増
え
る
。
マ
イ

ナ
ス
な
ら
逆
に
い
ず
れ
も
減
る
。
1
％

分
で
国
費
は
年
間
約
１
１
１
０
億
円
、

窓
口
負
担
は
年
間
約
５
４
０
億
円
の
増

減
と
な
る
。

　
来
年
度
の
改
定
で
は
、
医
療
機
関
の

経
営
に
直
結
す
る
本
体
部
分
に
つ
い
て

医
療
業
界
に
加
え
厚
生
労
働
族
議
員
や

厚
労
省
が
プ
ラ
ス
を
強
く
主
張
。
当
初

は
前
回
並
み
の
小
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
で

調
整
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
上
積
み

す
る
こ
と
で
財
務
省
と
折
り
合
っ
た
。

上
積
み
す
る
分
の
財
源
は
、
処
方
す
る

湿
布
薬
の
枚
数
を
制
限
す
る
な
ど
診
療

報
酬
に
関
わ
ら
な
い
医
療
の
給
付
を
絞

り
込
む
こ
と
で
捻
出
。
さ
ら
に
、
閣
議

決
定
さ
れ
た
今
年
度
補
正
予
算
案
に
、

来
年
度
予
算
で
想
定
し
て
い
た
社
会
保

障
の
施
策
の
多
く
が
前
倒
し
で
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
で
確
保
し
た
。

　
一
方
、
薬
代
は
9
月
時
点
で
の
実
勢

価
格
が
公
定
価
格
を
下
回
っ
て
お
り
、

そ
の
差
額
分
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
薬
価
に

反
映
。
改
定
率
は
マ
イ
ナ
ス
1
・
33
％

ほ
ど
で
調
整
し
て
い
る
。
そ
の
分
、
薬

は
安
く
な
る
。

　
全
体
の
改
定
率
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
る

の
は
08
年
度
以
来
8
年
ぶ
り
。
前
回
は

プ
ラ
ス
0
・
1
％
だ
っ
た
が
、
消
費
増

税
対
応
分
と
し
て
1
・
36
％
を
上
乗
せ

し
た
た
め
、
実
質
的
に
2
回
連
続
の
引

き
下
げ
と
な
る
。
本
体
は
08
年
度
か
ら

プ
ラ
ス
改
定
が
続
く
。
本
体
が
増
額
さ

れ
る
分
、
診
察
料
も
上
が
る
。

�

…
12
月
19
日
付
朝
日
新
聞

介
護
必
要
な
家
族
抱
え
る

介
護
職
員
、
過
半
数
が

「
将
来
離
職
も
」

ぜ
ん
そ
く
薬
に
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
治
療
効
果

動
物
実
験
で
確
認

在
宅
医
療
患
者
、
最
多

15
万
６
０
０
０
人

…
厚
労
省
調
査

診
察
料
な
ど
0
・
49
％

引
き
上
げ
、薬
価
は
減
額
へ

…
診
療
報
酬
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